














































 間A-Ptは著しい高値していた・l  l
一
 先天髄遡盤に於いて1舷}Ptをま6榊5例曝しレ1高値を認め洞9紅醸した姫1旨ll・
 数も著しく高かったがチモール溷濁試験では1例を除き他は正常値に留っていた.A-P亡値の五葬妻
 常加跳黄疸徽は著脚編かつノし入院初期のA-Ptの平城融26狙Uであっ拓1
 肝撫ついて脳鵬(D右瞭成績電A-Pt値出2例中2但1酷しく鰍洞じく2徽や1
 轟讐簾舞聾肇簾董議璽囎議,1,灘欝難器1轄言織
 珠7u驚つた.聾炎患児4例に傭静観に従ってA-Pt鎚鴛雛,A-Ptは略貯
ぎ
 疸指数と平行に治療によって比較的速やかに減少し正常植え近づいた・慢性の経過をとった1例はi:・
 A-Pt値の快復も遷延し長い間高値を示していた.l
l
i
 4総括及び結論.ll!
L
 骨疾患に於けるA-Ptの増強は骨母細胞による生産増大に基くと考えられ,叉肝疾患に於いては難
き
 
 Buyke・Wachstein&Zackの戴1躍砿って推論される如く肝の排?世嚇敗基くも醗}
 の説もある.私は前述の研究成績によって略B磁員薦1可並びに惚鉦eの報告に一致する結果1
 を箏梅苑ゴ,先天性月旦道r羽塞症,月干炎の患シ巳のA』Ptは朋らかに高値を示し,堤寺に先天腕道1一
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 閉塞症では著明であった、
 Z絢催病児に於いてはA-Pt値は血清無機鱗の値と逆相関的変動を示した.
 5.肝炎に於いてはA～Pt値は賂黄疸指数と平行的な変動を示した.
 第2報実験的肝障碍絢健病家兎の血清アルカリ性7オスフ7夕明ゼについて
哩緒 悶
 動物実験による実験的肝障碍時の血清アルカリ性フォスファターゼ(以下A-Ptと略す)に関
 しては既に数えの研究が報告されている.私は特に既にA-Ptの高値を示す陶優病家兎を用い,
 これに四塩化炭素(以下CC』と略す)を投与して肝障碍を起さしめ,その際のA-Pt値の変動
 を追究して次の様な成績を得た.
 2実験耕料と実験方法
 1)実験材料:生後コケ月の幼弱家兎を特別の食餌を与え暗室で飼育し4～5週にて栄養正調性
 家兎(以下栄正と略す),栄養失調性家兎(以下栄失と略す)を得た,栄養正調幽臆病家兎(以
 下栄正絢と略す)、栄養失調性{句眼病家兎(以下栄失絢と略づ一)を得プヒ'各4羽}づつを1群とし
 た,
 2)実験方法:予備実験によりC⊂らの注射量はプ属キ捧α鷲Cとし,これを5倍容のオリー
 ブ油に溶かし背部筋肉に注射した.採血は空腹時としCC`{注射前,注射後24時間,48時間
 4日,7日}12日,18日.25日の8回とし,A-Ptの測定にニト・フエニール燐酸エステル
 法によった.
 5実験成績
 注射前のA-Ptは栄正,栄失,栄正絢.栄`知旬各群にっき夫々の平均値ぱ8.9B.u.り巳5且u.
 15,7B、u.1ZロB.U」であった.即ち注射前
 f唯ξ病群は非何搬病群に比し朋らかにA-Pt
 は高値を示しているが,以下省群の注射後に於
 けるA-Ptのi変動を追究した結果を述べると
 栄正群・は注射後24～48時間でA-Ptは
 最高値を示し(24時…1司』・・14・9B,u,48時
 間一コ5,0B.u。),以後漸次減少し日置1司後は
 むしろ注射前値より低くなり(ZOBu.)塾若
 干変動を示しながら25日膏には略注射前値に
 恢復した、
 栄失群は同様に注艦愛24～48時間で最高
 億を示し(24日寺間『ゴ5.6B.u.481i寺闘15.8
 B.鳳)以後変動は若干あったが凡そ25日目に
 は注射'前値1に!戻ったが・1伊iiのみは著しく漸減
 の傾向を示した.
 栄正繍は非絢{婁病群に比しA-Ptは既に
 図1c叫泣謝後の各群A-pt平均
 値の変動
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 注射前高値を示しているが声注射後は更にA一既値は上昇し,注射後48時間で最高値を示した
 (25、7肱u.).その後急激に減少し1週目には注射前値よりも低下し若干動揺をみながら251雪
 目には凡そ注身・揃値に近づいた.騨
 栄矢向群も注射前既にA-Ptは高値を示しているが注射後24～48時間で最高緯を示し(241、
 時間一26.4B.u,、48時間一一24.5B・u、)以後は注射前値よりf底くなることはな(極めて徐々に
 漸減の傾向をたどったが,25日目にて水筒注射前輝より若干高値に留っていた.
 4総括並びに結論
 Burke,Roche等はCC14は肝障碍を起し,その際一時的に排泄機能の中絶が多ってA一!
 Ptの撒躰ると{齢し,又Sb)weliは雛学㈱⊂CCI4注射後約2日噸肝細胞膜死1
 が最も著明であるといい,田中は成熟家兎に於いて同様の実験を行い,A-Ptは2日目頃最高値1.
 簸潔鵬搬、慰,銀あ総讃細編縣妻欝欝1概轡
 工鰯家勅かP⑲鵬徹zろ～旬5B心で羅榔agHu㊥つた./
 2・朱正,栄失言栄正伺,栄鋼毎の4群ともCGi4注餅麦A-Pも値は上昇し,24～48時/l
 間後にて最高縫を示した.栄正,栄正舟君芋は注射後4～18日に注射前よりむしろ低値を示すが漸馨 1
、
 躍動しながら25融では注綿fl蜘敬復し廊1
 3,栄失陶酔はA-Pt値(D恢復が遷延し,注射後25日に至っても尚若干高値を示していた.1
セ
 第5報実験的肝障碍伺健病家兎の臓器アルヵり性7オスファタ門ゼ反応について1 影
 重継露!l
l
 私鵬横謙2塑■斯て侮麟並びに肝障碍F歌爾る血清アノレカリ性フ淋フア外ゼのll
 鋤を追究廉が更に幼弱家郷こついて臓蹴ノレカ唯琳スフアタゼ反応を検討褐ことと婆
ニぎ
ノこヨ  …
 2実験欄繧嚇法II
§
 1)鰍欄:第2報と同じぐ瓢,栄弥栄鞠,栄駒の4群蕨魁つくり課しにcl
 C14を君三身fした後拶旨殺し1蔵器(『1』,賢,月牢,1劃野、小1湯学肺)を善果服した。尚昌巌暑承D封葦反は・各群と1、
を
 も注射前、注射後2日,7臼,25臼とした。1
 2)実験方法=アルカ男生フォスファターゼ染色はGomoh民法のGoetsch氏変法になら1
 い脱パラを染色後に行う方法をどつた・衛切片の厚さは8μ基質液はP狂≧92とし・InCt王b3t“l
 ionは50分とした、判定は黒染の度合によP強(+一ト十),中等度⊂++),弱(+),微弱(±)曇 妻
 難雛雛膨麟,購暑櫓縄驚磁新講丁警惣翻鷺響'!
1
-
 5実験成績並びに薦鞍1
シ
 第1表ce!吐注射後の各群に於ける肝のフオスターゼ反応轟
き
 ＼＼躯甜栄正陳失-r環副道藻τ1旬'!
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 CC姦注射による臓器フォスファターゼ反応(以下「フ.」反応と略す)の最も顕著な変化は肝の
 中心部の反応減弱である.肝は中心性壊死の像を示し,その変化は注射後2凪に最も強く,この時
 期の「フ」反応の変化と合致する.その後周辺部より漸次「フ」反応は恢復し,25日目には略注
 射前に近い「フ」反応を示すが,栄失陥群では変性強く尚若干反応の減弱がみられた.以下腎,脾
 副腎等についても変性部の「フ」反応の減弱が認められた.(詳細は省略する)
 4結論
 1・CC1壬注射前は栄正・栄失・栄正絢豊栄失絢各群とも各臓器の「フ」反応に著しい差を認
 めないが,肝については栄タ鋪句の「フ」反応がや』弱い.
 2.注射後2臼では各群とも肝の「ブ」反応は著しく減弱し,叉腎,脾についても変性部の反応
 が減弱していた.
 5.注髪封後7日目でにし肝の「フ」反応は周辺部から神聖欠復し,中'齢音Bは砧涙応力{著しく肩弓)へ・
 叉特に脾については栄麗句に於いて「ウ」反応は著しぐ減弱していた・
 久洗射後25日では肝の「フ」反応は略注射前の状態に撰復しているが栄失絢ではや～反応の
 減弱が認められた.腎の変性部の反応の減弱は各群ともに爾認められた、
 副論文1小児にみられた騰腺淋巴上皮腫の一剖検例
 5年11・ケ月女児にみられた胸腺淋巴上皮腫の暗ii検例につき次の如き知見を得た、
 '1,両側頸部リンパ腺腫張を初発症状とし,網雄中著明な右側胸水1揮留を来したが,胸部「レ」
 差宗像でe土巨月らカ・な庫縫蕩陰最多を言忍めなカ、つた.
 a病麟徽学的に2種の腫瘍実質細胞中特に上皮様細胞が著明な悪性度を示し,縦隔洞腫瘍性浸
 潤内に胸腺原発を裏付けるHassa1氏小体を濡忌めた
 5・縦隔洞内器管及び組織は殆んど腫瘍組織内に埋没し,転移は両側頸部リγパ腺,両側肺,心
 臓,胃,曹腹太動詠リンパ腺等にみられ.た.
 2電離性紫斑病の一剖検例
 電撃性紫斑病と診断した1年5カ月の女児の剖検に於いて副腎出血を認めWaterhOuse-F亡
 iderichsenSyndrome'たる事を確認し報告した.患者は初診後約5時間の経過で死亡し
 たので充分な臨床検査を行い箒なかったが髄膜炎菌は証明出来ず,胸腺リンパ腺体質なることが判
 明した・舛,曽
 O紫斑病に合併せる腎炎の三症例
 Sc1{6nlein-Henoch紫斑病に合併せる腎炎の三…症例につき報告した.『i∫ijは悪急性腎炎の
 経過をとって死亡,二例は長期間の観察にて尿所見は正常となった.三飼とも著明な血尿がみられ
 死亡也る～例を除き血圧の上昇はなぐ,浮腫は短時日にて消失し,血沈○促進を認められなかった、
 即ち一般の急性糸球体腎炎とは可成異る臨床像を示してt(た・・
 41靱越窃による予防内服とツベルクリン反応
 ツ反応自然陽転児童95名にネオイスコチγによる予防内服を行い,そオ・薄児童につきツ反応の
 難を2鏑搬こ亘り調査、して次の女曖成誠を得た。
 内服児童の55.7鰍よ内服後1年にてツ反応が陰樹ヒ1."特に弱陽性だつたものにこの傾向が強
 がった。地方25.5%は1年後むしろッ反応が増強していた、又予防内服後5年間の観察に於いて
 内1離者95名中1省力{多湿1薄した・
 5実験的肝障碍家兎に対する諸種強肝剤の予防的並びに治療鰯撒について
 第1報コンドロイチン硫酸の影響
 四塩1化炭素による実験的露干冑無界家兎にコソドロイチγ硫酸を投与し・その肝芋幾能の麺力を無処置1
 群と比較検討してみた結果,コ硫酸の投与は予防的に又治療的に無処置群に比べ肝機能(⊃庇護改善
 に役立つものと思オ.〕れた・
 一115一
審査結果要
旨
葺
 肝矯離測る蠕アルカ甦鴛抑アターゼ(以下A搾と附)鵬床的追及と・家裁
 の実験的クノレ病に:お・ける血A1-Pと臓器アルカ朗生フォスファターゼ(T-P)に関する研究であ1
 る、
 湘轍則'児輔炎12伽Ai-P平均1&8B・U・で正劇・児の糊置(て。例)651-
 B灘・に比し高値を示していること,このうち4例の経過を追及するにA玉一Pの消長はほぼ黄1
き
 疸指数と平行して変動することをみている.またクル病6例のAl-P平均値は1Z5B・U.でDl
 治療に駒速かに低下する・先天性胆道閉塞症6例平均は26乙B・U・であった・1
 勉報で鋤君家慰生後2ケ月)を4群(欝翔)紛餅蝋蝶鉦調翻矛・轍麟
 養正調クル病群,ヤ∬群は栄養失調群そして才曙は栄養失調クル病群とした・これらにC(コ唖1、
ト
 a堵CC■聾背部筋濫後,噌,2,4,7、12,18および25日目のAi-Pを追及した.省群1
垂
 井にCC叛注射後1～2日属にA1-Pは最高値を示したる後減少の傾向を示す.即ち第1,玉群1琴
 ・では注射後4～て8日鼠に注射前値を下廻りたる後戸25日目に注射前{直に庚る.第遭群で帽i注射シ
 幽日日動ら注射前歓もどり25開までこ簾を紡つづけかる錦曙では注射後上昇し彗
 AトF偲改依然高値を示したま』で25日目に至っていることは特異的所見であるとしている、1一
 湘報幽いては1鰍と同様に幼瀞兎を欄て筋,第群,縢禰醐湘群,栄証誌
 クノレ繍磁麟,栄養失認燈よ餅踊手,栄養失調クル緋としこれらに。α、旧.繊!
ざ
じ
 /恥筋注後2,7,翁よび25日目に撲殺し肝豊腎管脾,肺,副腎,小腸のT-Pを組織化学的に1一
 検索廉,温三射前臨いては)剛群では肝,ま餅w群,シト欝では蒲頗の㍗販F～1飛をじう
 弱い傾向を示している.CC14注射後汁2日目にむけるT-P反応は沓群共に、腎細尿管において1弱
 減弱』航糟群の敵測るT-P反応雌鵬減弱を示している・この伽灘の丁哨P反!,
 応は鱒共鷹差鵬hCC}4注射25聞に測るT-P反応は湘徽蜥に蜘て減弱して1
 いることが目立つ外,腎に蔚けるT-P反応の回復が各群共に寿ぐれていることをみとめている.藝5
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